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過程を通して、葉面積あたりの最大純光合成速度、葉面積あたりの乾燥重量 Oeafdry mass per area, LMA) を測




割合、細胞間隙に面した葉肉細胞表面積 (8mes)、葉緑体表面積 (8 c )、葉肉細胞の細胞壁の厚さ)の変化を追跡した。
その結果、インゲンにおいては、これら全てのパラメーターは葉面積展開初期に既に高い値を示していた。一方、ア
ラカシやスダジイにおいては、 8m田や葉肉組織の厚さは葉面積展開が終了するころに最大値を示したが、葉緑体数や














築するのに約 6 倍もグルコースを使っていた。しかしながら、アラカシの葉は構築に必要なグルコースのうち約 6 割
を、再転流物質(古い葉から供給される光合成産物や枝や根に貯蔵されていた物質)に依存していた。一方、インゲ
ンの葉は、その依存率は約 3 割であった。このように、常緑広葉樹の葉は高価ではあるものの、成長途中の葉におけ
る当座の光合成産物よりも、再転流物質に依存していた。また、インゲンの葉は発生過程を通して、細胞壁構成成分
の合成よりも窒素化合物の合成に利用しているグルコース量が非常に多かった。一方、アラカシの葉は発生過程を通
して、窒素化合物の合成よりも細胞壁構成成分の合成により多くのグルコースを利用していた。以上の結果より、細
胞壁構成成分の合成に多くのエネルギーを消費すれば、窒素化合物の合成に利用するエネルギーを節約せざるを得な
いという生理学的制約があると考えられた。寿命の長い葉にとっては、細胞壁の量が多く、構造的に頑丈な方が適応
的に有利である。発生過程を通して頑丈な構造を得るため、常緑広葉樹の葉は細胞壁の合成に多くのエネルギーを消
費し、窒素化合物の合成を犠牲にせざるを得ず、結果的に光合成機能の発達が遅くなってしまうことが示唆された。
論文審査の結果の要旨
一年生草本の葉に比べて、常緑広葉樹の葉は厚く、力学的に丈夫で、長寿命である一方、光合成機能の成熟には時
間がかかり、面積当たりの最大光合成速度は低L 、。宮津君は、常緑広葉樹数種と一年生草本インゲンの葉の発生過程
を、構造、光合成機能、および物質経済の面から比較解析した。この比較研究によって、常緑広葉樹葉特有の性質は
どのようなメカニズムによってもたらされるのかが、これまでにない精度で明らかになった。また、豊富なデータに
もとづいて行った、常緑広葉樹葉の機能的特徴の生態学的意味に関する考察も説得力がある。以上から、本論文は博
士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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